
１　施設の概要

２　類似施設・近隣施設

主な施設内容
（定員等）

〇敷地面積　1,555.38㎡
〇建築面積　639.36㎡
〇延床面積　1,099.90㎡
〇建物の構造　鉄筋コンクリート造り、地上2階建て
〇施設の内容
・1階　団体連絡室(定員：30人）、調理実習室(定員：36人）、相談室、交流コー
ナー、託児室、休憩室、事務室
・2階　研修室（1）（2）(定員：200人）、視聴覚・音楽室(定員：40人）、茶華道室（1）
（2）(定員：20人）、工芸・美術室（定員：30人）、図書コーナー

主な業務内容
（１）利用の承認に関する業務
（2）施設及び設備器具の維持保全に関する業務
（3）男女共同参画に関する学習機会と交流の場の提供に関する業務

名称
施設内容
利用状況等

（１）南部町総合会館
（２）南部町文化ホール

管理方式 公益財団法人やまなし文化学習協会

設置根拠
（法律、条例等）

山梨県立男女共同参画推進センター設置及び管理条例

設置目的
県民に男女共同参画に関する学習の機会と交流の場を提供し、もって男女共同参
画の推進に資することを目的とする。

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（令和元年度事業分）

施設名
山梨県立男女共同参画推進センター
（峡南）

所管課
県民生活部　県民生活総
務課

所在地 南巨摩郡南部町内船9353-2
設置年月日

（改築年月日等）
平成8年4月1日
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３　利用状況 単位：人、％

令和元年度
（実績値）

令和２年度
（計画値）

219,260 303,000 210,940 303,000

22,505,926 23,871,013 23,591,761

1,000

23,802,701 24,487,000

500 1,000

22,725,686 24,175,013

24,183,000

４　指定管理業務の収支状況

単位：円、％

12,048 12,360

13,460 13,000

利
用
者
数

入館者数

利用率

8,022

13,077

15,700

7.0%

目標値設定の考え
方及びその理由

対平成29年度比 92.1% 94.5%

事業参加者数

利用者数合計

13,841,743

9,449,631 10,175,000

14,312,00014,130,000

外部委託比率（B÷C)
利用者一人当たりの経費 1,868.0 1,836.2 1,908.7 1,860.2

14.6% 14.1% 13.1% 13.9%

3,061,632 3,400,000

23,291,374 24,487,000

511,327

22,811,814 24,175,013

3,336,768 3,400,000

平成30年度 令和元年度
令和２年度
（目標値）

平成29年度

目標値 13,000

5.3% 5.0%

7,800

4,5605,055 4,396

7,652

対前年度実績概ね３％増
指定管理者指定
申請書に基づく

指定管理者指定
申請書に基づく

支
　
出

県への納付金
管理運営費
うち外部委託費（B)
支出合計（C)

収支差額（A-C) △ 86,128

施設利用料
指定管理者委託料
その他
収入合計（A)
人件費 13,471,583

収
　
入

9,340,231 10,045,013

平成30年度
令和元年度
（計画値）
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５　利用者満足度（アンケート様式は別添のとおり）

単位：％

施設全般の満足度 90.0% 6.0% 3.0% 1.0%

利用者の意見

【施設設備】
デッキが不良のときがある。
トイレの洋式を増やしていただきたい。
駐車場を広くしてほしい。
いつも気持ちよく利用させていただいています。ありがとうございます。
【企画事業】
とてもわかりやすく、楽しく男女共同参画のしくみ、意味がわかりました。
（男女共同参画推進月間記念講演）

利用者の意見へ
の対応

・既成のＣＤの再生は問題ないが、ＣＤ-Ｒ/ＲＷに書き込まれたものは再生できない
場合があったため、当面は、ＣＤラジカセの貸し出しなどにより対応していく。
・現在、女子トイレについては１Ｆ・２Ｆとも１つずつ洋式トイレを設置しているが、今
後もお客様の意見を参考に対応していく。
・状況に応じて、内船駅横の駐車場や周辺の駐車場を案内し、理解を求めていく。

満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満

事業 88.0% 11.0% 1.0%

サービスの内容 81.0% 19.0%

施設設備の充実度 75.0% 23.0% 2.0%

施設・設備の整備状態 78.0% 19.0% 3.0%

実施方法等
実施時期：平成31年4月～令和２年3月
実施方法：施設利用者へのアンケート
回答数：909人(利用者アンケート：230人、事業アンケート：679人）

調査項目
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６　評価結果

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理業務

　法令、業務計画に基づき、施設の適正
な管理・運営に努めた。利用者からの要
望や館内点検により設備等の不具合が
判明した際は、速やかに修繕を実施する
とともに、大規模修繕が必要な案件につ
いては、県に報告した。
　大規模災害を想定した防災訓練、消防
訓練を実施するとともに、施設内の避難
誘導路の点検を実施した。さらに、利用
者の安心・安全を図るため、こまめな館
内巡回を行い防犯体制の強化に努め
た。

　業務仕様書、業務計画書に基づき、施
設の維持管理業務が適切に実施されて
いる。
　引き続き、施設の適正な管理運営に努
めるほか、避難経路の環境整備を図り、
内容を重視した実践的な防災訓練や、
あらゆる場面を想定した防犯体制の強化
に努めること。

収支状況

　新型コロナウィルスの感染拡大により、
施設利用料収入は前年度より約3%減少
した。
　支出については、消費増税により公課
費が増加したが、賃借料等の経費削減
を図った。
　また新型コロナウィルス感染拡大の防
止を図るため、各施設の利用制限の措
置を講じたことから光熱水費が削減され
た。

自主事業

　地域の男女共同参画拠点である施設
を多くの県民が認知し、親しみをもって
いただき、将来的な男女共同参画への
関心と理解を深める導入とする７事業を
開催し、186名の方に参加いただいた。

　自主事業は、センターの周知と、参加
者を男女共同参画関連事業への参加に
つなげていく事業でもある。
　今後も工夫を凝らした事業の企画・実
施に努めること。

　新型コロナウィルスの感染拡大防止の
ための休館措置により収入・支出ともに
前年度より減少したのはやむを得ない。
　今後も収支状況の管理を適正に実施
するとともに、利用者のニーズを把握し、
効率的かつ効果的な事業、修繕の実施
に努めること。

運営業務

　設置及び管理条例、施設利用及び利
用料金に関する事務取扱要綱、業務計
画書に基づき適正に業務を執行した。
　企画事業については、男女共同参画
の推進を図るため、管内市町村に設置さ
れた男女共同参画推進委員会や市町村
担当者と連携した「男女共同参画ネット
ワークセミナー実践講座」や管内の自治
体に出向き男女共同参画を推進するア
ウトリーチ事業を多数展開した。

　業務計画書等に基づき適正に執行さ
れている。
　企画事業については、地域における男
女共同参画の推進の重要拠点として、県
民や市町村の取組みを支援するほか、
女性の活躍推進などの社会状況を踏ま
えた事業や、様々な課題解決に向けた
実践的な活動を積極的に実施している。
　引き続き、それぞれの地域のニーズを
踏まえながら、市町村や地域で活動する
団体、管内の学校等と連携し、地域にお
ける様々な課題解決に向けた実践的な
事業展開を進めること。

利用状況

　年度末の新型コロナウィルスの影響を
受け、目標値の達成は果たせなかったも
のの、入場者数は前年度より150名ほど
増加し、また前述のとおり、管内自治体
において積極的に事業を展開したことに
より事業参加者数も増加した。

　利用者数は目標値を達成できなかった
ものの、前年度より増加した。
　引き続きセンターの利用者増に取り組
むとともに、若年層に事業への参加を促
すため、今後も魅力的な事業の企画やＰ
Ｒの手法、ＳＮＳの発信時期など、効果的
な方法を検討すること。
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施設所管課の指
導事項に対する
指定管理者の対
応状況

　施設の管理については、より効率的な運営に努めるとともに、利用者のニーズ等
を把握し、迅速に対応していく。利用者からは「講座・セミナーの充実」に期待する
声が多いため、今後も期待に添えるよう魅力ある講座等の拡充に努めていく。ま
た、さらに多くの県民に施設を利用していただけるよう、サービスの向上に努め、Ｐ
Ｒにも力を入れながら利用者増に努める。
　事業については、市町村や関係団体、地元の教育機関等と連携した講座の開催
により、実践的な活動や地域におけるネットワークづくりを進めていく。

運営目標の達成
状況

　施設及び設備器具の維持保全にあたり、基本協定書、業務計画書等に基づき、
専門業者による法定点検及び職員による日々の点検を実施し、結果については定
期報告書を県に提出し確認を受けている。
   利用者の要望や館内点検の結果により、施設・設備の不具合箇所が見つかった
7件については、速やかに修繕を実施した。
　新型コロナウィルス感染拡大防止に伴う休館により、2月、3月は利用者数、事業
参加者数ともに減少し、利用者数目標13,000人は達成できなかった。但し、前年度
比では入館者数は2%増、事業参加者数は4%増と回復基調もみられた。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

  施設管理、運営業務、自主事業等については、協定及び業務計画書等に基づき
概ね適正に執行されている。
　施設の修繕についても、速やかな対応がとられている。また、企画事業にも創意
工夫が見られ、今年度も県の第4次男女共同参画計画の基本目標や施策の方向
に鑑み、女性管理職の養成など女性の活躍支援を目的としたセミナー等を開催
し、総合的な利用者満足度において高い評価を得ている。
　年度末には新型コロナウィルスの感染拡大防止に伴い休館措置及び主催事業を
中止したものの、入場者数及び事業参加者数は共に前年度よりも増加した。しかし
目標値を下回ったため、今後も利用者満足度調査等の結果を踏まえ、利用者ニー
ズの把握、業務改善を図り、利用者増に取り組むよう指導した。
　また、当センターは男女共同参画の推進拠点施設であることから、それぞれの地
域のニーズを踏まえながら、市町村や地域で活動する団体、管内の教育機関等と
連携し、地域における様々な課題解決に向けた実践的な事業を実施するよう指導
した。

利用者満足度

　施設利用者の満足度は、97.5%の方が
「満足」「どちらかといえば満足」と回答し
ており、また事業満足度については
99.5％の方が同様に回答しており高い評
価をいただいた。
　施設に対する「不満」「どちらかといえば
不満」の回答については指摘事項に応
じて可能な限り速やかに対応した。
　今後も利用者の声を適切な施設管理と
事業運営に活かす運営に努めていく。

　利用者満足度はいずれの項目も高い
評価を得ている。
　引き続き利用者ニーズの把握に努め、
施設の維持管理を適切に行い、利用者
にとって快適な環境を提供するとともに、
企画事業の充実などにより更なる向上に
努めること。
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７　管理体制（組織図）

平成３１年４月１日現在

1 人

1 人

1 人

1 人

3 人

2 人

10 人

3 人

22 人

事務局長

副館長

推進幹

リーダー

一般職員

非常勤職員

臨時職員

合計

臨時職員 1 臨時職員 非常勤職員 5

館長

リーダー 1

非常勤職員 3 非常勤職員 2 一般職員 1 一般職員 1

1

1 リーダー 1 リーダー 1

1 臨時職員 1

（富士） （峡南） （総合）

推進幹

事務局長 1 館長 1

副館長
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